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? ? ? ? ?
　假観測所の落成と共に，眞に熱心な諸君の來訪を拒むものではないが，斯
内での宿泊及び食事は出來ないことを御承知願ひたい．瀬戸は全村農家であ
るから，折角の御來訪に，これではお互に迷惑するので，観測所の事業とは
別に，村内の有志者の手により，極めて近いところに，略満足すべき設備が
出來る筈であり，多分來る6月末より利用し得るやうになるであらう．
　齪測所への道は，徒歩では備後赤坂騨からが最近であり，幅山騨からの自
動車はかなり近くまで來る．やがて観測所の山の頂まで自動車道がつけられ
る筈（赤坂町には自動車がない）．輻山県iから靹行或は草戸大橋行のバスをと
り，草戸大橋西詰で下車，それより山路をとれば近いが，少しわかりにくV・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（荒木健見）
　陸地測量部2萬5千分の1地形圖から計算した位置は
　　　　　　　東　経　　　　133。20．0！（S時53．3分）
　　　　　　　斗ヒ　　緯　　　　　　　　34027．8！
第3回黄道光會議
　假観測所の落成開所式の好機をとらへて，3月28日午後，幅山市に於て，
第3圃責道光會議が開かれ，薪しい國際観測所の事業を中心として，各自專
門的立揚から，熱心に討論されだことは嬉しい．滲集者は
　瑛瀬永治郎（岐阜縣），佐野英生（幅井縣），宇野良雄（京都府），窪田繁夫
　（岡山縣），淺野英之助（lt雨晒），
　山本教授，荒水健児，藤野充治，本田　實（観測所側）
の9名で議決事項は績々實行される筈である．
